
 
２０１９年１０月３１日 

大阪経済記者クラブ会員各位 
（同時資料提供＝大阪府政記者会、関西金融記者倶楽部） 

 
「イノベーションファンド２５」を通じた連携に関する協定の締結について 
～大阪・関西万博のテーマに関するビジネスの創出、成長支援等を推進～ 

 
 

 
 
 
○ 大阪商工会議所は、「関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合（通称「イノベ

ーションファンド２５」）」を組成する池田泉州キャピタル株式会社と株式会社池田泉州銀行、

大阪府、大阪市、公益財団法人大阪産業局、地方独立行政法人大阪産業技術研究所とともに、

同ファンドを通じた連携に関する協定を１０月３１日に締結しました。１２月１９日に、キ

ックオフ事業として「大阪・関西の未来を拓く”Osaka Innovation Meeting”」を開催します。 

○ 協定の締結式は、大阪府の吉村洋文知事、大阪市の松井一郎市長、大阪商工会議所の尾崎裕

会頭、公益財団法人大阪産業局の立野純三理事長、地方独立行政法人大阪産業技術研究所の

中許昌美理事長、株式会社池田泉州銀行の鵜川淳代表取締役頭取兼CEO、池田泉州キャピタル

株式会社の石飛光俊代表取締役社長が出席し、大阪府公館で開催しました。 

○ 同ファンドは、大阪・関西万博のテーマに関連するビジネスの創出、成長支援等を推進し、

大阪におけるイノベーション・エコシステムの形成による持続的経済成長を通じて、「SDGsが

達成される社会」「Society5.0の実現」を目指すことを目的として、９月２０日に組成されま

ました。設立時のファンド総額は１２億円で、イノベーション創出が期待できる独自性の高

い技術・サービスを保有し、今後、将来性が見込まれる企業を投資対象としています。 

○ このたび協定を締結する各者は、それぞれが有するノウハウ、ネットワークを生かして、同

ファンドの活用を促進することで、同ファンドの目的達成を支援します。 

○ 大阪商工会議所は、中期事業計画「たんと繁盛大阪アクション」において、戦略プロジェク

トのひとつに「イノベーション・エコシステムの構築」を掲げ、オープンイノベーションか

ら社会実証・実装までを包括支援し、あらゆる産業分野における新ビジネスの創出を支援し

ています。こうした取り組みを通じて、同ファンドの活用を促進してまいります。 
 

【協定の概要】 

１．名称 

「関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合」を通じた連携に関する協定書 

２．主な連携事項  

〇情報発信・啓発のためのセミナー開催等 

〇産業支援機関等とのネットワークを活かした支援 

〇技術提携、資金支援、実証フィールドの提供など、広く支援者を呼び込むことを通じた、

社会実装 へ向けた成長支援 

〇イノベーションファンド２５に関する支援ノウハウの情報交換 

以 上 

＜添付資料＞ 資料１：協定書 

       資料２：「イノベーションファンド25」を通じた連携に関する協定書 締結式 参考資料 
資料３：「大阪・関西の未来を拓く”Osaka Innovation Meeting”」案内状 

【お問合せ】大阪商工会議所 産業部 (竹中、玉川) 
TEL０６－６９４４－６３００ 

記 者 配 布 資 料 



「関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合」を通じた連携に関する協定書

大阪府（以下「甲」という。）、大阪市（以下「乙」という。）、大阪商工会議所（以下「丙」という。）、公益財団法人大阪産業局（以下「丁」

という。）、地方独立行政法人大阪産業技術研究所（以下「戊」という。）、株式会社池田泉州銀行（以下「己」という。）、及び「関西イノベー

ションネットワーク投資事業有限責任組合」（以下「イノベーションファンド 25」という。）無限責任組合員 池田泉州キャピタル株式会社（以

下「庚」という。）は、「イノベーションファンド 25」を通じた連携に関して、次の通り協定（以下「本協定」という。）を締結する。

（目的）

第１条 本協定は、甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚が相互に連携することにより、2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）のテーマに関

連するビジネスの創出、成長支援等を推進し、大阪・関西におけるイノベーション・エコシステムの形成による持続的経済成長を通じて、

「SDGs が達成される社会」「Society5.0 の実現」を目指すことを目的とする。

（連携事項）

第２条 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、本協定の目的を達成するために、次の各号について連携及び協力して取り組むものとする。

(1) 情報発信・啓発のためのセミナー開催等

(2) 産業支援機関等とのネットワークを活かした支援

(3) 技術提携、資金支援、実証フィールドの提供など、広く支援者を呼び込むことを通じた、社会実装へ向けた成長支援

(4) イノベーションファンド 25 に関する支援ノウハウの情報交換

(5) 本協定の目的を達成するための定期的な協議

(6) その他、第１条の目的に資するものとして甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚の全ての同意により必要と認められる事業

２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、他のファンド等との本協定に類似する連携について、本協定が本協定の相手方以外とそれぞれ別に

連携することを妨げるものではないことを確認する。

（守秘義務等）

第３条 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、既に公知となっている情報及び法令に定めのある場合を除き、連携事項を実施するために知り

得た情報を、相手方の事前の承諾なく第三者に開示・漏洩し又は本協定の目的以外の目的で利用してはならない。

２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、本協定が第６条に定める有効期間の満了若しくは解約により効力を失った日から３年間は前項によ

る秘密保持の義務を負い、秘密情報として取り扱うものとする。

（個人情報等の取扱い）

第４条 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）、独立行政法人等の保有する個人情報の

保護に関する法律（平成 15 年法律第 59 号）その他個人情報の保護に関する各種法令等を遵守し、個人情報を適正に取り扱うものとする。

２ 法人の情報については、前項の個人情報に準じて、適正に取り扱うものとする。

（協定内容の変更）

第５条 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚のいずれかが協定書の内容について変更を申し出た場合は、その都度協議の上、必要があれば変更

を行うものとする。

（有効期間）

第６条 本協定の有効期間は、締結日より１年間とする。ただし、期間満了の１か月前までに、甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚のいずれか

らも書面による申し出がなければ、１年間更新するものとし、その後も同様とする。ただし、「イノベーションファンド 25」の存続期間満

了又は解散があった場合は、その日をもって終了する。

２ 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚のいずれかが本協定の解約を申し出る場合、解約予定日の１か月前までに書面によって相手方に通知す

ることにより、この協定を解約できるものとする。

（反社会的勢力への基本的対応）

第７条 甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は、「イノベーションファンド 25」に対する反社会的勢力の関わりを防ぐため、連携して取り組ん

だ企業等について、反社会的勢力に係る情報を入手した場合には、可能な範囲で相互に情報を共有し、庚は、早期の関係解消に向けて協議

するものとする。

（事業に関する責任）

第８条 「イノベーションファンド 25」の事業に関わる全ての責任は、庚が負うものとする。

（疑義の決定）

第９条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関して疑義等が生じたときは、甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚は誠意をもって

協議し、これを取り決めるものとする。

本協定の成立を証するため、本書 7 通を作成し、甲、乙、丙、丁、戊、己、及び庚がそれぞれ記名押印の上、各自１通を保有するものと

する。

２０１９年１０月３１日

（甲）大阪府

大阪府知事 吉村 洋文

（乙）大阪市

大阪市長 松井 一郎

（丙）大阪市中央区本町橋 2 番 8 号

大阪商工会議所

会頭 尾崎 裕

（丁）大阪市中央区本町橋 2 番 5 号

公益財団法人大阪産業局

理事長 立野 純三

（戊）和泉市あゆみ野 2 丁目 7 番 1 号

地方独立行政法人大阪産業技術研究所

理事長 中許 昌美

（己）大阪市北区茶屋町 18 番 14 号

株式会社池田泉州銀行

代表取締役頭取兼 CEO 鵜川 淳

（庚）大阪市北区茶屋町 18 番 14 号

関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ投資事業有限責任組合

無限責任組合員

池田泉州キャピタル株式会社

代表取締役 石飛 光俊

ryo-takenaka
テキストボックス
資料１



「イノベーションファンド25」を通じた
連携に関する協定書 締結式 参考資料

1

令和元年（2019年）10月31日（木）

資料２



■イノベーションファンド２５ (関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合)

大阪府、大阪市、大阪商工会議所、大阪産業局及び大阪産業技術研究所と池田泉州銀行、
池田泉州キャピタルが連携をし、大阪・関西万博がめざす「ＳＤＧｓが達成される社会」
「Society5.0の実現」に貢献する技術・ビジネスモデルをも持った企業に投資するファンド。

ファンド概要

2

項目 内容

設立日 令和元年（２０１９年）９月２０日

ファンド総額 設立時１２億円（最大募集２５億円）

有限責任組合員（LP）
（１stクローズ）

 株式会社池田泉州銀行
 ロート製薬株式会社
 岩谷産業株式会社
 大阪信用保証協会

無限責任組合員（ＧＰ）  池田泉州キャピタル株式会社

投資形態 普通株式、優先出資等

存続期間 １０年（最大２年まで延長）



イノベーションファンド２５を通じた連携について

連携
目的

2025年大阪・関西万博のテーマに関連するビジネスの創出、成長支援等を推進し、大阪・関西におけるイノベーション・エコシス
テムの形成による持続的経済成長を通じて、「SDGsが達成される社会」 「Society5.0の実現」をめざすことを目的としている。

関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合
（愛称：イノベーションファンド25）組成

【概要】

 無限責任組合/GP 池田泉州キャピタル㈱

 有限責任組合/LP 池田泉州銀行、オープンイノベーションの促

進に取組む大手事業会社、支援機関等

 投資総額 10億円程度（最大20億円程度）

 地域における産学官の多様なプレーヤーの結節点となり、

各機関と連携して 「SDGs」や「Society5.0」の実現に

資する企業・起業家を発掘・育成する地域活性化ファンド

(1) 情報発信・啓発のためのセミナー開催等

(2) 産業支援機関等とのネットワークを活かした支援

(3) 技術提携、資金支援、実証フィールドの提供など、広く支援

者を呼び込み、社会実装に向けた成長支援を行うこと

(4)  イノベーションファンド25に関する支援ノウハウの情報交換

(5) 本協定の目的を達成するための定期的な協議

イノベーションファンド25を通じた連携に関する協定

【連携事項】

大阪の成長戦略（2018年3月
改訂）において、「ベンチャ
ー・エコシステムの構築」等
を主な取組みに位置づけ

中期事業計画「たんと繁盛大
阪アクション」において、「イノベ
ーション・エコシステムの構築」
を重点項目に位置づけ

ICTを最大限に活用し、サイ
バー空間とフィジカル空間と
を融合させた取組みを実現

2025年大阪・関西万博に向けた取組み

国連が定めた持続可能な開発
目標（SDGs）が達成される社
会をめざす

Society5.0 SDGs

H３１年度に府市の法人を統
合し、大阪の中小企業等の
経営力強化や創業支援等の
事業を執行

H29年度に府市の法人を統合
し、幅広い産業分野に対応する
、企業ニーズに即した技術的
支援を提供

大阪府・大阪市 大阪商工会議所

大阪産業局 大阪産業技術研究所

公的機関（オール大阪）

連携

大阪・関西がめざす施策（ビジネス）の支援ファンド

３



連携概念図

イノベーション

ファンド25

（関西イノベーションネットワーク

投資事業有限責任組合）

関西の産業・社会インフラ企業

エネルギー

産業基盤

メディア 支援機関 等

交通

地域開発

「2025年大阪・関西万博」がめざす

①SDGsの達成 ②Society5.0の実現に貢献する技術・ビジネスモデルを持った企業

GP：池田泉州キャピタル

連携協定 LP出資

LP出資

ビジネス創出、成長支援 成長支援
投資

成長支援

関係機関のネットワークを活かした支援

情報提供

4

LP（リミテッド・パートナー）：出資者、投資家

GP（ゼネラル・パートナー）：ファンド運営者



連携事項（例）

連携事項 内容（例）

(1) 情報発信・啓発のためのセミナー開
催等

【起業家の発掘、起業意識の啓発⇒資金調達の受皿としてファンド情報提供】

 イノベーションファンド25のコンセプト（万博、SDGs、イノベーションエコシステム構
築）をテーマとしたセミナーを開催。ベンチャー企業、支援者等に向けて本ファンド
の情報発信を図る。
（まずはキックオフ事業「大阪・関西の未来を拓く”Osaka Innovation 
Meeting”」を実施）

 イノベーションファンド25のコンセプトと類似するテーマのイベント（起業関連のセミ
ナーや展示会等）において本ファンドのリーフレットを配布するなどして、情報発信
を行う。

(2) 産業支援機関等とのネットワークを
活かした支援

【投資前～投資後の幅広いフェーズにおいて、ベンチャー企業の課題に最適なサポート
を提供】

 ベンチャー企業のニーズ・課題に対して、投資前～投資後の幅広いフェーズで、産
業支援機関等（Xport、イノベーション推進協議会等）を紹介する。

(3) 技術提携、資金支援、実証フィールド
の提供など、広く支援者を呼び込むこと
を通じた、社会実装へ向けた成長支援

【対象企業の成長支援につながる支援者の紹介】

 対象企業（投資検討段階～投資後を想定）に対して、各者のソリューション・ネット
ワークから成長支援につながる支援者を紹介する。

支援者の例：

資金支援…大阪府・大阪市の補助金、他のVC、大企業（LP出資企業）等

実証フィールドの提供…大阪府・大阪市の関連施設や公共空間、工場敷地等の実

証フィールドを提供する企業・団体 等

技術提携…大企業や大学・研究機関 等

(4)  イノベーションファンド25に関する支
援ノウハウの情報交換

【成功事例等を共有することによる、各者の支援ノウハウの蓄積】

 上記(1)～(3)やその他の施策においてうまくいったこと、うまくいかなかったことの
事例・要因等を共有することで支援ノウハウの蓄積を図り、本ファンドにおける次の
支援や、各者の他の施策にノウハウを反映させる。

５



補足事項：関係機関・団体について

株式会社池田泉州銀行

大阪及び阪神間における独立系最大の地方銀行。池田銀行と泉州銀行の経営統合から10年を迎え、系列に捉

われないネットワークが強み。『幅広いご縁』と『進取の精神』を大切に、お客様のニーズに合ったサービスを提供

し、地域の皆様に『愛される』金融グループを目指します。

大阪商工会議所

商工会議所法に基づく地域総合経済団体で、幅広い業種・規模の会員約３万が加入されています。現在、推進

する中期事業計画「たんと繁盛大阪アクション」では、戦略プロジェクトの一つに「イノベーション・エコシステムの

構築」を掲げ、あらゆる産業分野における新ビジネスの創出を支援しています。

公益財団法人大阪産業局

本年4月、大阪府と大阪市の中小企業支援団体が統合し設立。これまでのベーシックな経営相談をはじめ、国際

ビジネス支援、創業・ベンチャー支援、事業承継支援の取組強化を3本柱に掲げ、オール大阪の支援機関として、

多方面での取組みを行っています。

地方独立行政法人大阪産業技術研究所

企業の成長と地域産業の発展を技術面で支援するために、大阪府および大阪市が出資者となり設立された公設

試験研究機関です。技術相談、受託･共同研究、人材育成、依頼試験、自社にない機器設備を提供する機器使用な

どの技術支援業務を行うとともに、新技術開発にも取り組み、研究開発から製造まで企業の開発ステージに応じた

支援に取り組んでいます。
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池田泉州キャピタル株式会社

地域産業の育成に資する投資を念頭に、優れた技術やビジネスモデルを持つ将来性・成長性が期待で

きるベンチャー企業を積極的に“応援”する地銀系ベンチャーキャピタルです。



14:00～14:05
「イノベーションファンド25と地域活性化」

鵜川 淳
(株式会社池田泉州銀行 代表取締役頭取兼CEO)

12月19日（木） 14:00-18:30（受付開始13:30）

開会のご挨拶

2019年

会場：大阪産業創造館４Fイベントホール 大阪市中央区本町1-4-5

主 催 大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益財団法人大阪産業局、地方独立行政法人大阪産業技術研究所
株式会社池田泉州銀行、池田泉州キャピタル株式会社

大阪・関西地域においては、2025年の大阪・関西万博（以下「万博」という。）開催を控え、「いのち輝く未来社会のデザイン」を
テーマに「ＳＤＧｓ」や「Society5.0」の実現への取組みが期待されています。

万博をひとつの好機として、地域の知と力を結集し社会課題解決に取組む「エコシステム」の構築を目的とした連携協定を、令和
元年１０月３１日に大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益財団法人大阪産業局、地方独立行政法人大阪産業技術研究所、
株式会社池田泉州銀行および池田泉州キャピタル株式会社の７者で締結いたしました。

連携事業のキックオフとして地域エコシステムを構成する行政／支援機関／地域金融機関／ベンチャーキャピタルとスタートアップ
企業によるフューチャーセッションを開催いたします。

第2部 イノベーションピッチ ※5~6社程度（各支援機関より推薦）

15:15～17:15
Osakaを熱くするスタートアップによるプレゼンテーション
モデレーター：吉川正晃 氏（株式会社Human Hub Japan 代表）
ゲストコメンテーター：
（予定）

交流会

17:30～18:30

後 援

第1部 特別講演

谷井 等 氏（シナジーマーケティング株式会社 会長）
中野 智哉 氏（株式会社i-plug 代表）
今泉 東生 氏（ﾃﾞﾛｲﾄ ﾄｰﾏﾂ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ合同会社 代表）

（注：なお、講演等の内容につきましては予告なく変更させていただくことがございますので、あらかじめご了承ください。）

14:05～15:05
「 2025年万博の成功と関西経済 」

講師：森 清 氏

(公益社団法人2025年日本国際博覧会協会 副事務総長)

「 大企業 x スタートアップによるイノベーションの加速 」

講師：高元 丈治 氏

（Plug and Play Japan株式会社ディレクター）

近畿経済産業局、公益社団法人2025年日本国際博覧会協会、公益社団法人関西経済連合会
一般社団法人関西経済同友会、デロイト トーマツ イノベーションアドバイザリー合同会社

お申込方法は裏面をご確認ください

ryo-takenaka
テキストボックス
資料３



・池田泉州銀行ホームページからお申込み下さい。
■池田泉州銀行ホームページ＞法人のお客様＞セミナー・商談会・相談会
（https://www.sihd-bk.jp/houjin/soudan/seminar.html）

【申込期限】 2019年 12月 10日（火） ※定員になり次第申込を締切らせていただく場合がございます。

◆日 程◆ 2019年12月19日（木曜日）

◆会 場◆ 大阪産業創造館

所在地：大阪市中央区本町1-4-5

◆1部・2部◆ 14:00～17:20（13:30受付開始）

＜会場＞ ４階 イベントホール

◆交流会◆ 17:30～18:30（参加費：2,000円）

＜会場＞ 16階 レストラン

※駐車場はご用意しておりません、公共交通機関をご利用ください

お申込方法

Osaka Innovation Meeting
2019年12月19日（木曜日）14:00～18:30

・参加証は発行しませんので、直接会場へお越し下さい。 応募多数でご参加いただけない場合に限り、ご連絡いたします。

・当日、会場前受付にてお名刺を1枚頂戴いたします。
◆第1部・2部 参加費：無料 ◆交流会 参加費：2,000円（※当日受付でお支払下さい）

※お客さまの個人情報は、当行の「個人情報保護方針」に則り取扱いいたします。
当行の「個人情報保護方針」については、当行ホームページでご確認ください。（http://www.sihd-bk.jp/privacy/index.html)

※ご記入いただいたお客さまの個人情報は、本セミナー運営のため、主催者、協力機関、講師との間で共有させていただきます。
また、受講者名簿の作成、出欠確認及び当行からの各種連絡、情報提供のために利用させていただきます。

お問合わせ

携帯電話・タブレットから
簡単にアクセスできます。

池田泉州銀行 リレーション推進部 （担当：青田・井田）
E-Mail：relation@sihd-bk.jp TEL：06-6375-3637 電話受付時間：平日9：00～17：00

Osaka Metro「堺筋本町駅」下車
「中央線」1号出口「堺筋線」12号出口 各徒歩約5分

実施概要

連携協定－概要－

mailto:relation@sihd-bk.jp

